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　富家でございます。年功序列終身雇用も変わり、

昔無かったインターネットもあって時代が変わり

ました。ただ医者の世界は全然変わってないで

すね。医療界、大変不思議な世界です。

　一つは偏差値の高い人。東大理科Ⅲ類と慶応

医学部。この二つが７１.５と、ともかく高い人がなっ

ている。もう一つは家がお金持ち。私大２９校の

うち６年間で授業料だけで３千万以上かかるとこ

ろが２１校あります。大体、金があるか偏差値の高

い人っていう非常に不思議な集団で、かつ世襲

制が高い。自民党は世襲議員が多いとか言ったっ

て４５%もいかない。医者の世界は９割を越して

います。

　世の中では患者が医者を選ぶ時代なんて言っ

てますけど、そういう集団に皆さんは対応しなきゃ

いけない。１９９９年コペルニクス的展開があり、

横浜市大で肺の手術を心臓にしたという間違い

が初めて出た。そのあと都立広尾病院で点滴に

消毒薬を間違って入れたっていうのが出た。あ

れ昔なら内緒だった。別に最近増えたわけじゃな

いんです。

　内科は診断がつけば治療は決まる。診断学と

言う人もいます。外科は技術、巧みさです。その

人の偏差値や身分、地位は関係ない。心臓血管

の病気の東京の主な施設の治療実績は順天堂

１９０例、慈恵医大５３例、東京医大６０例ぐらい。６０

といったら月に５例、週１本ですよ。大学病院はそ

んなレベル。やっているのは全部個人病院。名

前通ったところはありません。技術ですから身分、

偏差値は関係ないんです。

　皆さんも全身麻酔の手術をやらな駄目ですよっ

て言われることがあるかも知れない。全身麻酔

はもしトラブルが起こっ

た場合、あの世に行く

か植物状態です。そこ

で私は申し上げておき

ます。最低でも３人の

先生の意見は聞いてく

ださい。この間、私の

ところに相談に来た人

は主治医に胆嚢のポリープですぐ手術と言われた。

私が紹介した専門家は「そんなもの手術する必

要ない」と。もう一人は「様子を見たらいい」と。

そういうことなんです。手術の説明を受けるとき

は必ずメモを取る。どんな手術をするのか、術式

を聞く。あなたが、手術なんかしたくない、他の

方法はないんでしょうかと聞いてみるのもいい。

そこまで手術したくないなら内科的な治療をし

ようと言うかもわからない。何でかというと技術

ですからトラブルが起こるのは当たり前なんです。

　日本では４８,０００人が医療のトラブルで死んで

る。肺がんでの死者が５９,０００人ですよ。大腸が

んと変わらぬ数が死んでるんです。もし手術が

決まったら、その医者の病院のホームページはチェッ

クしてください。病院の設備よりその先生がどれ

だけ手術しているかが大事です。この先生は大

丈夫という思い込みは禁物。資料を出さない病

院もおさらばすべきです。最後にゴッドハンドかペー

パーハンドかを見極めること。神の手と言われ

ないで、いくら世界的な論文書いたって関係ない。

何かあればいつでも話しできる医者を一人捕ま

えておくのも大事です。

　ありがとうございました。




